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Ⅰ．問題と目的

　自閉スペクトラム症／自閉症スペクトラム（Autism 
Spectrum Disorder）とは，「社会でのコミュニケーショ
ンや対人交流の持続的障害」と「行動，興味，ま
たは活動の限定された反復的な様式が 2つ以上あ
ること」が発達早期から存在しており，発達に応じ
た対人関係や，学業的・職業的機能が障害されて
いることで，これらの障害が知的障害や全般性発達
遅延ではうまく説明されない神経発達症群の一つである。
その頭文字をとりASDと略されることも多いが，本稿に
おいては，発達障害者支援法等の法規に基づいて自閉
症と表記する。自閉症の特性の一つに感覚の過敏性や鈍
感性があり，文部科学省（2021）では，聴覚的な過敏性

が見られ，特定の音を嫌がる場合にその対処法方法（イ
ヤーマフやノイズキャンリングヘッドホン等）を身に着
けるようにすることや，理由や仕組みを理解した上で
徐々に受け入れられるようにしていくことが大切である
としている。また，そういった感覚の過敏性は不安との
関連があることが報告されており（Green & Ben-Sasson, 
2010），見通しの持てない場面や，過去に嫌な経験をし
ている場所や活動においては過敏になる可能性が高くな
る。
　日々の生活の中や，教育実践において活動に対して
BGMをつけることはよく見られる。例えば，店舗の閉店
時間近くになると特定のBGMが流れたり，天候の状態
が変わると店内のBGMが変わり，店員はそれをきっかけ
として客への対応を変えたりしていく取り組みが我々に
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身近なものとしてある。このように音楽に，別の恣意的
な意味づけをし，計画的に活用することは自閉症のある
人への支援としても有効であるとされており（e.g., Hume 
et al., 2021; Steinbrenner et al., 2020），教育実践の場におい
ても日常的に使われる技法のひとつである。その一方で，
その音楽が自閉症のある人にとっては嫌悪的な刺激とな
ることもある。
　近年，そういった感覚的な特性をもつ人への配慮とし
て照明の照度やBGMの音量を通常よりも下げたりするセ
ンサリーフレンドリー（sensory friendly）やクワイエット
アワー（quiet hour）という取り組みがあり，我が国にお
いても徐々に導入されつつある（例えば，ツルハドラッ
グの一部店舗や埼玉スタジアム2002のサッカー観戦等）。
　このように自閉症のある人には，その特性に配慮した
上で関わっていくことが重要である。学校教育において
特別なニーズがある幼児児童生徒に対して個別の教育支
援計画を作成し活用をすることが学習指導要領において
も示されている（文部科学省，2018）。また，前述した聴
覚的な過敏性への対処法を身に着けるための主要な授業
として自立活動があり，個々の障害の状態や特性や発達
段階等の実態把握に基づいた個別の指導計画を作成した
上で取り組むこととなっている（文部科学省，2018）。
　本論では，ある1年間に実施した1人のASD児の耳ふ
さぎ行動に焦点を当てて行った教育実践と，その後の変
化について報告する。

Ⅱ．手続き

１．ケース
　対象児童は知的障害特別支援学校の小学部6年生男児
（以下，A児と表記）であり，診断名は広汎性発達障害，
精神発達遅滞であり療育手帳はA（最重度）である（実
践当時）。特別支援学校へは小学部1年生から在籍して
おり，就学前は市内の児童発達支援事業所に通っていた。
太田ステージ評価はステージⅢ－2前期であり，1 ～ 2
語文による音声言語の表出がある。以下に個別の教育支
援計画と個別の指導計画，本実践にかかわるA児の実態
を抜粋する（sic）。

・音がすると耳をふさぐことがあるが，楽しい活動や安
心できる場所ではしないでいられる。

・自分の苦手な活動や騒がしさを感じると，「トイレに行っ
てきます」と尿意を伝え逃避意思を示すことがある。

・即時模倣が得意で，手遊びや歌の振りが楽しめる。
・身近なものの名称がわかるが，用途は難しいものがあ
る。

・「外にいくよ」などの簡単な指示を理解して行動でき
る。

・「みかん」「はんぶんちょうだい」などの要求や，身体
の痛みなどを2語文程度の言葉で伝えることができる。
ねぎの絵が描いてある絵本を「ねぎ，野菜」，外に行
きたい気持ちを「遊び」「お外」などの言葉で要求す
る。

・伝えたことが伝わっていないと考え，別の言葉にして
伝えようとする。

・「トイレ」に行きたい時も「トイレ」の言葉だけでなく，
「（ドアの）鍵開けて」など，トイレに行くにあたって
必要な要求も伝えられるようになってきている。

　A児は特定の状況下において耳ふさぎをすることがあ
る（以下，耳ふさぎ行動と表記）。耳ふさぎ行動は，一般
的には聴覚的な刺激に対する対処として表れることが多
いものであり，耳ふさぎをしている最中は両手がふさが
ることにより他の活動に影響が出ることがある。A児に
おいてその状況が多く見られたのが体育館内での時間走
場面である。体育館内の時間走は毎朝行われており，準
備体操，時間走，クールダウン（以下，CDと表記），整
理体操から構成されており，整理体操以外は決められた
BGMが活動に合わせて流れるようになっていた。その
BGMが流れる際に耳ふさぎ行動が見られていたが，同
じ活動（BGMも含む）が屋外で行われる際には耳ふさ
ぎ行動はほとんど生起していなかった。また，音楽の授
業や，日常生活の中でも耳ふさぎ行動をすることがしば
しば見られた。耳ふさぎ行動については，耳をふさぐこ
とによる音の変化や圧迫刺激による感覚遊び的な側面が
強いのではないかというのが過去の担任教員（以下，担
任と略す）や保護者の見立てであった。加えて，イヤー
マフを過去に着用した経験はなく，耳ふさぎをしている
際にイヤーマフを渡し，着けてみるように促したところ
「いらない」と返答され，イヤーマフを教員に返すという
ことがあった。

２．実践の手続き
　本実践の手続きは以下（1）～（4）のプロセスを経て
おり，番号が時系列を表す。
（1）機能分析
　標的行動の行動機能分析手法の一つにMotivation 
Assessment Scale（以下，MASと略す）がある。MASは
標的行動の機能を感覚，逃避，要求，注目の4つの観点
から確認することができる評定尺度であり，16項目を7
段階で評定することで各下位尺度特定の相対順位から機
能を推定するものである（塩見・戸ヶ崎．2012）。MAS
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の実施については，担任団3名で実施し機能の推定を
行った。
（2）氷山モデルを用いた担任間の情報整理
　氷山モデル（iceberg model）は，観察できる行動の背
景には自閉症特性があるとしており，そのことを海面上
に見える氷山（観察できる行動）と，海面下にある氷山
（自閉症特性）としている比喩を用いたフレームワークで
あり，自閉症支援においての考え方で広く活用されてい
るモデルである。近年，氷山モデルは適応行動とそれに
伴う必要な支援を含めたものや，環境要因や本人の気づ
きを記載するモデル（e.g., 水野，2011）などが出始めて
いる。本実践においては環境要因を含めたモデルを用い
ている。
（3）特性を踏まえた着用可能性の検討
　A児のイヤーマフを促した際の拒否や耳ふさぎ行動の
理由について氷山モデルを用いて検討をした内容につい
ては後述する（図1）。A児の聴覚的な刺激に対する反応
性の高さから，他の刺激（例えば，イヤーマフの触覚刺
激や着用時の圧迫刺激など）に対しても反応性の高さが
ある可能性を想定し，イヤーマフの装着について段階的
に検討した。イヤーマフの装着は，自立活動の時間にお
ける指導場面において，以下の手続きを経てA児にとっ
て嫌悪的ではないことを確認した。①机に置かれたイ
ヤーマフを手で10秒程度触ってもらうように教示，②イ
ヤーマフを左腕に装着，5秒程度経過後に外すように教
示（教員によるモデリングあり），③イヤーマフを頭部に
装着し，5秒程度経過後に外すように教示（教員による
モデリングあり），④イヤーマフを頭部に装着するように
教示（教員によるモデリングなし），とした。なお，各手
続きにおいて達成時に言語賞賛を行った。
（4）単一事例研究法
　単一事例研究法は行動分析学を理論基盤に置く研究手
法の一つである。期間は20XX年の10月下旬から11月下
旬にかけての1か月間である。標的行動は耳ふさぎ行動
とし，独立変数をイヤーマフの装着，従属変数を活動場
面における耳ふさぎ行動の生起率とする。なお，イヤー
マフ装着時においてもイヤーマフと耳の隙間に手を入れ
たり，イヤーマフの上から手でイヤーマフを押さえたり
する行動については耳ふさぎ行動としている。活動場面
は毎朝行われる体育館においての準備体操と時間走であ
り，タブレット端末を用いて活動中の様子を撮影した。
各活動と使用されている音楽の簡単な特徴については表
1に示す。撮影データを基に，標的行動の秒数を計測し，
BGM再生時間を分母として生起率を算出する。実験デ
ザインとしては耳ふさぎ行動を標的行動とした活動間多
層ベースラインデザインをABデザインで行うことを予定

していたが，臨床上の都合により意図せず反転デザイン
となった。
　分析は視覚的分析を実践当初は実施した。本稿におい
てはデータをもとにフリー統計ソフトRのシングルケー
スデザインパッケージ（藤巻・山田，2021）を用いて効
果量の算出とランダマイゼーション検定を実施した。

３．保護者との情報共有
　本実践についてはクラス内で情報共有をしながら取り
組んでおり，実践をまとめた上で保護者とイヤーマフ装
着について面談を組み検討した。その際には（4）のデー
タとその解釈を共有した。

４．倫理的配慮
　本実践を学術発表することについては，保護者に直接
説明の上，書面にて同意確認を得ている。また，第一著
者の所属校にて管理職の承諾を得ている。

Ⅲ．結果

１．実践に関する結果
（1）MASによる機能分析
　表 2はMASの結果であり，逃避要求が高得点である
ことが分かる。これにより耳ふさぎ行動は保護者や過去
担任の仮説である「感覚遊び」として行われている可能
性は低く，逃避要求，つまり聴覚的な刺激からの逃避行
動であると考えた。

（2）氷山モデルによる仮説設定
　図1はMAS実施後に，氷山モデルを基に情報を整理
したものである。耳ふさぎ行動は聴覚的な刺激に対す
る過敏性による反応であるということや，イヤーマフ
を渡したときに「いらない」という反応は，情報請求

声 BPM 秒数
準備体操 混声 134 222
ランニング 女性複数 135 272

CD 女性 120 60

表１　活動中のBGM

感覚要因 逃避要求 注目要求 物や活動
の要求

合計点 6 9 1 1
平均点 1.5 2.25 0.25 0.25
順位 2 1 3 3

表２　耳ふさぎ行動についてのMAS結果

－ 105 －

村浦・奥住：特定の聴覚刺激に過敏性を有する 1人の自閉症児童の対処法獲得



（TEACCHプログラムにおける重要な7つのコミュニケー
ション機能のうちの一つ（佐々木，2008））の困難さや，
機能に関する想像力の困難さが背景にあると推定し，体
育館という音が反響する場所というものが環境要因にあ
ると考えた。
（3）感覚特性を踏まえた着用可能性の検討
　手続きの結果，嫌悪的な反応を見せることなく全ての
内容を行うことができた。
（4）単一事例研究法
　図2は耳ふさぎ行動の活動ごとの生起率を表しており，
●がイヤーマフ無し，〇がイヤーマフ有りの条件である。
横軸は体育館で授業がなされたうち記録が取れている11
日分であり，縦軸は各活動における生起率を表す。臨床
上の都合により意図せず反転デザインになっているが，
イヤーマフ有り条件の方が耳ふさぎ行動の生起率が低い
ことが分かる。特にランニングにおいては100%であっ
た生起率がほぼ0％である。また，耳ふさぎ行動の減少
に伴い，準備体操では体操活動，ランニングでは両手を
振っての走行動が増えた。CDでは他に比べてイヤーマ
フの有無に関わらず変動性が高いことから，BGMへの反

応だけでなく周囲の声など他の刺激への反応の可能性が
あると推定した。
　表 3は介入結果の効果量である。解析時の条件とし
て limit=1で算出している。表におけるBLはベースライ
ン期を指し，本実践ではイヤーマフ無し条件を示す。無
しの条件と次の介入条件において効果量を算出してお
り，今回は結果としてABABABデザインになったことか
らBL3までの結果となっている。ランダマイゼーション
検定の結果は5%水準で有意な変化であることが分かり，
準備体操とランニングにおいては非常に大きな効果量で
ある。CDの効果量は適度な変化である（効果量につい
ては山田（2020）を参考にされたい）。

２．保護者との情報共有
　保護者との面談は担任3名と保護者 2名で実施した。
そして，家族がイヤーマフ着用について検討し，購入が
決まった。また，イヤーマフを常時着用するのではなく，
着用の有無を状況に応じて本人と確認しながら取り組む
という方針になった。

 

 

図１ 氷山モデルを用いた生徒の分析 

 

 

  

図１　氷山モデルを用いた児童の分析
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Ⅳ．考察

１．本手続きについて
　本実践は，A児が聴覚的な刺激に対する新たな対処法
を一つ獲得することに繋がったと考える。A児は当初イ
ヤーマフに対して「いらない」と反応していたが，その
反応をそのままに受け止めるのではなく，その行動の意
味を様々な角度から検討していくことの重要性を改めて
考える機会となる実践であった。今回は聴覚的な刺激に
対する対処法の獲得としてイヤーマフを使った実践であ
るが，他の感覚的な特性に対する対処法の獲得について
も多角的な検討をした上で教育実践を行っていくことが
必要である。

２．手続きの課題
　本実践のMASの結果は担任3名で確認しながら行っ
たものの，各自で実施し，平均から推定するものに比べ
ると信頼性について課題が残る。また，単一事例研究法
における生起率の算出についてもIORを算出できていな
い点や，臨床上の都合により当初の実験デザインとは異
なる手続きになったことついて課題は残る。

３．記録以降の様子
　A児は，本実践以降イヤーマフを装着するようになり，
日々の学校生活の中でイヤーマフの着脱を自身で判断し
て使い分けるようになった。体育館での活動時は基本的
には着用を自身で選択し，活動に向かうことがほとんど
であった。A児は小学部6学年で，卒業式を間近にひか
えていた。卒業式は体育館で行われ，A児だけでなく他
児への配慮も含めて使用される音楽の音量は小さく設定
されていた。それでもA児は卒業式の練習時，イヤーマ
フを着用して臨んでおり，A児の保護者も本人の選択を
尊重していた。実際にイヤーマフの効果からか，証書授
与に関わる呼名をはじめとする様々な場面でのマイクを
通した音声や，卒業式のBGMについて耳ふさぎをする
様子は練習中見られなかった。しかし，卒業式本番に，
A児はイヤーマフを「いらない」と保護者に伝え，未装
着で本番に臨んだ。その際には，近くにいる担任がイ
ヤーマフを見える位置に持ち，いつでも渡せるように準
備していたが，A児はイヤーマフを着用しないまま，一
度の耳ふさぎもなく式典を終えた。体育館という反響の
しやすい環境の中ではあるものの，卒業式に向けて同様
の流れを授業として繰り返し行ったり，卒業式という式
典の特徴から賑やかになりにくかったりすることがA児
の見通しに繋がり，不安を減少させたのではないかと考
える。
　本実践より重要と考える点は，どのような支援を本人
が必要としているのか，その支援は本人のQOL向上に寄

表３　介入における効果量と検定結果（limit=1で算出）

PND PEM NAP Tau-U1 Tau-U2 検定統計量 p値

準備体操
BL1 0.000 0.000 0.500 0.000 0.500

31.400 .031BL2 1.000 1.000 1.000 1.000 1.000
BL3 1.000 1.000 1.000 1.000 0.888

ランニング
BL1 1.000 1.000 1.000 1.000 1.000

73.200 .003BL2 1.000 1.000 1.000 1.000 1.000
BL3 1.000 1.000 1.000 1.000 0.888

CD

BL1 1.000 1.000 1.000 1.000 1.500
33.766 .047BL2 1.000 1.000 1.000 1.000 1.000

BL3 0.000 1.000 0.666 0.333 0.444

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ イヤーマフ装着による耳ふさぎ行動の変化 
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与するものなのか，そしてその選択に本人が参加してい
るのか，ということである。これらのことを踏まえながら
日々の教育実践に臨むごとが肝要であろう。
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